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Kagoshima City School ICT Promotion Center

文部科学省 学校ＤＸ戦略アドバイザー 令和５年度
ICT活用教育アドバイザー 令和元～４年度

同：企画調整委員（令和３年度～）
同「学校におけるICT環境整備の在り方に関する有識者会議」委員（R4）
同「学習eポータルに関する専門家会議」委員 （R4）
同「DXリーディングスクール事業」推進委員(R5)

鹿児島市教育委員会
学校ICT推進センター

R３.4月～

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ認定教育イノベーター（MIEE） 2018年度～
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デジタル庁 「デジタル推進委員」 令和４年度 ～



Kagoshima City School ICT Promotion Center

鹿児島市の概要

◼ 人口 ／ 589,288人 （令和5年1月1日現在の推計人口） ※中核市としては３番目の規模

◼ 学校数 ／ 小学校：７８校、中学校：３９校、高等学校：３校 計120校

◼ 児童生徒数 ／
小学校：32,624人、中学校：16,150人、
高等学校：1,903人 計50,677人

◼ 端末整備状況
→児童生徒、指導者用、校務用各端末
において、１人１台の整備を完了

写真協力：公益社団法人 鹿児島県観光連盟

小学校：iPad 中学校・高等学校：Windows
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学習情報センター
学校教育課長

（学習情報センター所長兼任）

学校教育課

（所員：８人）

学校教育課長

学校ICT推進センター所長
※旧：学習情報センター所長

学校教育課

学校ICT推進センター （所員：１０人）

令和２年度

令和３年度

学校ICT推進センターの組織
鹿児島市教育委員会事務局学校ICT推進センター ／ 鹿児島市立学校ICT推進センター教育機関

連携

令和５年度

（所員：１３人）

令和４年度

（所員：１２人）

教育DX実現のHUBとしての役割
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NEXT GIGA とは

令和元年12月 「GIGAスクール構想」の発表

令和２年 整備計画を前倒し、全学年の端末を整備

令和３年 実質的に１人１台端末環境での学びが

全国で始まる。 「GIGAスクール元年」

令和４年度 「教育のICT化に向けた環境整備５カ年計画」

の２年延長を発表

令和７年 「新たなICT環境整備方針」の発表予定

＿＿＿＿＿＿全国で端末の一斉更新
NEXT GIGA
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NEXT GIGAへの助走路 〜A runway to the Next GIGA School〜
○新たなICT環境整備方針の策定に当たっては、GIGAスクール構想を踏まえた成果や課題
についての検証や、多くの論点を踏まえた検討が必要である。
○現行のICT環境整備方針に替わる新たなICT環境整備方針について、令和７年度に向け
て検討を進めることとする。
※今後の１人１台端末の更新に係る費用負担の在り方については、利活用を強力に推進す
るとともに、地方自治体や関係者の意見等も聴きながら検討していくこととする。

NEXT GIGAへの助走路
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「学校におけるICT環境整備の在り方に関する有識者会議」令和４年１２月
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「NEXT GIGA」に向けた教育委員会の役割

１ 教員の情報交換コミュニティと非同期型教員研修
～ いつでも、どこでも、誰にでも聞ける環境 ～

２ 迅速なトラブル対応とネットワークの監視・管理
～安定したクラウド利活用のために～

３ 教育データの利活用
～アカウント管理とエビデンスに基づく指導・支援へ～

４ 様々な分野でのデジタル化の推進
～教育委員会が率先して行う～
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１ 教員の情報交換コミュニティと
非同期型教員研修

～いつでも、どこでも、誰にでも聞ける環境 ～
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▮教職員・市教委間の水平型GIGAコミュニティの構築

情報交換、ファイル共有、Web会議、同時協働作業をワンストップで
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鹿児島市GIGAスクールフォーラム」
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▮教職員研修のDX化 ～研修の在り方の変革～

これまでの研修「集合研修」：同期型研修

現在の研修「オンライン研修」：非同期型研修

どこでも、いつでも、誰でも、何度でも受講可能な研修
～オンライン又は集合研修と組み合わせたハイブリッド研修～

同じ場所で、同じ時間に、現地参加者のみによる一度きりの研修

研修場所への移動、限定された研修参加者、後日の学び直し等が課題

・オンライン研修を主とし、可能な限りハンズオンを取り入れる。
・ブレイクアウトルーム等を利用して、グループ協議も取り入れる。
・集合研修を行う場合は、オンラインでも配信する。（ハイブリッド型）
・研修は原則的に全て録画し、Teams内の「鹿児島市GIGAスクール
フォーラム」において公開し、オンデマンド視聴できるようにする。
・研修資料等も、研修動画と同様に、Teams内に掲載し、いつでも閲覧
可能にする。
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▮教職員研修のDX化 ～研修の在り方の変革～

①いつものチームに参加 ②オンライン会議に参加

③研修を受講（録画保存）

④研修後、「研修動画集」タブから
オンデマンド再生可能

※研修資料も閲覧可能
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２ 迅速なトラブル対応と
ネットワークの監視・管理

～安定したクラウド利活用のために～
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ヘルプデスク対応

指導主事

ICT支援員

システム・エンジニア

〇各種トラブル対応
〇操作方法（ソフトウェア・機器）支援
〇授業・学習等での活用方法
〇アカウント等の管理及び運用

学校からの問い合わせにワンストップ対応

？

〇情報教育推進に関すること
〇ICTを活用した授業設計等
〇システム及びソフトウェア等の
運用ポリシーに関すること

〇高度な技術的トラブル対応
〇ネットワーク等の調査
〇各種サーバ等の設定・調整
〇修正プログラム等の作成・適用

〇物理的修理等の依頼

リモート
操作支援

リモート
操作支援

リモート
操作支援

資産管理ツール利用
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ネットワークの常時監視と監視システムの構築

ネットワーク状況・サーバ、ルータ等の状況を、
執務室のモニターにて常時監視

各学校のトラブル・異常について、アラート表示

市立学校すべてのネットワーク状況を、リアルタイムで
表示し、回線の混み具合等をチェック
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Kagoshima City School ICT Promotion Center 15

ネットワークの常時監視と監視システムの構築

各学校のサーバ、スイッチ、ルータ等の機器をマップ
化し、センターにおいて、常時、状況の確認が可能

機器に関する状況・情報等を記載

障害が発生している機器を
アラート表示 原因を速やかに特定
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ネットワークトラブルの対応とアセスメントの実施

？ ネットワーク
トラブル等の報告前後

無線ネットワーク管理システムによる
集中管理
◯アクセスポイントの死活監視
◯干渉波等の確認
◯マップ管理による電波強度の調整
◯災害時の防災Wi-Fiへの切替 等

学校での現地調査
◯ルータ・スイッチ・AP等
の機器の調査・点検
◯配線等の調査 等

遠隔での調査と対応
◯該当校のネットワーク状況の確認
◯サーバ・ルータ等の設定・変更
◯ルータのセッション数の確認
◯ファイルディスクリプタの上限値の
変更処理 等

センターでの対応・処理
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３ 教育データの利活用

～エビデンスで、教師の経験と感覚をアップデート～
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ＩD ： AAA
PW ：ABC

ＩD ： BBB
PW ：
BCdE

ＩD ： CCC
PW ：FGk

ＩD ： DDD
PW ：LMNO

ＩD ： EEEE
PW ：pQR

ＩD ： FFF
PW ：StuV

ＩD ：
GGGG
PW ：Wxy

ＩD ： HHH
PW ：Zab

ＩD ： IJIJ
PW ：CdeF

ＩD ： KKL
PW ：GHij

ＩD ： MMM
PW ：KlmN

通常は、サービスの数だけ、
ID・PWが必要であり、年次更新
等の作業もそれぞれ必要。
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同一のアカウントでシングルサインオン(SSO)

学校・教委は、年次更新の際に、
キーアカウントのみ処理

学習eポータルにログイン以降は、
各サービスへのログイン不要
属性も同期される。
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⇒アプリの利用回数や最終アクセス日時を閲覧

24

家庭で保護者が児童生徒の学習状況を確認

●保護者用アカウントを発行
●保護者はスマートフォン用専用
アプリまたはブラウザから利用

可能

学習eポータル「まなびポケット」保護者画面
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４ 様々な分野でのデジタル化の推進

～教育委員会が率先して行う～
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Kagoshima City School ICT Promotion Center 26

教委各課によるデジタル化推進例

青少年課

保健体育課

保健体育課

学校教育課

文化振興課

定例教育委員会のデジタル化
講師派遣申請書のオンライン化 学校教育課

総務課
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端
末
の
活
用
方
法

教師の指示で使う

小学校 ⇒ 中学校 ⇒ 高等学校

GIGAスクール構想実現のカギは、

教師の授業観、子供の学習観のマインドチェンジ
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子ども自身が必要な時に
問題解決に使う

自立した学びの実現
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新しい価値に基づく「授業観・学習観」への転換
「『正解』を教えてもらう」学習から、「『納得解』を自らつくる」学習へ

現代は、VUCAの時代 …「先行き不透明で、将来の予測が困難な時代」
Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）

○○は、何です。or

○○は、何でしょう？

○○は、何故ですか。
○○は、どうしますか。
どうすべきですか。

事実・事象
理由・関連付け
意志決定

事実の伝達・説明 子供たちによる問題解決を支援教師の役割

「授業観・学習観」
の転換
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教育において「変化だけが唯一不変」
『２１Lessons – ２１世紀の人類のための２１の思考 -』 ユヴァル・ノア・ハラリ著
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第１回北海道GIGAスクール推進協議会

令和５年５月２３日（火）
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